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 1．無限級数のGr砒ner basisについて
             小林 英恒（日本学理工学部），古川 昭夫（東京都立大学理学部）





















                            森継 修一（東京犬学理学部）
 記号的Newt㎝法により，m＋1変数均，……，κ、，ツのm本の連立方程式をツ＝0のまわりで
解いて，κ、，・…・・，κ、をツのべき級数展開で表わすことができる．このとき，級数に含まれる係
数は，ツ＝0の下で解いた初期近似値が，……，κ、。（記号的に取扱う）の有理式となるが，なる
べく簡約化された形式で求めたい．そのためには，分母の有理化（初期値を含またいようにす
る）をしたのち，Gnδbner基底を用いた簡約化を行うことが効率的である．
